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校長通信

“問い”がつながりをつくる～哲学対話
11月18日に行われた与論町学校保健研究大会

（令和3・４年度事務局：与論高校）における講演は，長野県

立大学の神戸和佳子先生を講師にお迎えしました。
ご う ど わ か こ

講演の演題は「『わからない』をわかちあうー哲学

対話の楽しみー」。「哲学は一緒に問いに向き合う実

技科目。わからないことを楽しみ，わからなさに踏みと

どまることが大切」と神戸先生。アクティビティーでは，

「ドラえもんの道具で好

きなものは何？」の回答

に対してグループ内で

次々に質問を繰り返し

ます。回答者がひねり出

す答えに時折笑い声も

聞かれ，会場は和やかな雰囲気に包まれました。

「質問」は答えを知らない人が答えをもつ人にする

のに対して，「問い」はお互いが答えを知らない状態。

神戸先生からは，｢『問い』の前ではみんなが対等｣，

「『問い』がつながりをつくる」，「どんなに辛くても

『問い』があるうちは考え続けることができる」など，

数々のメッセージをいた

だきました。

図書室には神戸先生

の色紙とともに，哲学対

話の関連本のコーナー

を設けました。この機会

に哲学書を手にしてみましょう。

“探究”は与論島のよりよい未来をつくる
12月16日に1・2年生が総合的な探究の時間「ゆ

んぬ」の学習発表会を行いました。

1年生はグループ研

究，2年生は主に個人研

究として，今年度の成果

を発表。地域サポーター

の方々からは，多くの助

言等をいただきました。

また，東京大学大気海洋研究所からは，Webで令

和５年度のサイエンスキャンプ（２期生）募集の告知

が行われました。

これからも本校は，探究活動の充実を図り，魅力あ

る教育活動を展開していきます。

キャリア教育で文部科学大臣表彰
キャリア教育の充実・発展に尽力し，顕著な功績が

認められた学校等を顕彰する文部科学大臣表彰で，

本校が県教育委員会の推薦を受け，表彰されること

が決まりました（１２月１６日 文部科学省発表）。

学校のビジョンとグランドデザインに基づき，地域や

専門機関と連携する探究活動や島のしごとフェア，小

学校のアシスタントティーチャーなどの取組を通して，

生徒一人一人が，地域のよりよい未来づくりと自分の

在り方・生き方を主体的に考えるキャリア教育として

の実践が評価されました。

全国の被表彰校等と推薦理

由は，文部科学省のウェブサイト

で見ることができます。

ＰＣ端末で授業が変わる⑥（公民） デジタル社会を生

きる高校生にとって，今やPC端末は，鉛筆やノートと並ぶ

マストアイテムです。文部科学省が推進するGIGAスクール

構想を受け，県教育委員会は今年度から1年生全員にPC端

末を1年間貸与しています。本校におけるＰＣ端末を活用し

た各教科等の工夫を紹介します。第６回は公民です。

１年生の公共の授業。この日は，「日本の政治機構と政治

参加」について，教科書の範囲を分担し，グループで調べ，

まとめたことを発表する取組の１時間目です。

各班が発表のために

作成したスライドは，

ロイロノートで共有。

この時間は二つの班が

それぞれ主な政党の主

張や議員内閣制，大選

挙区制と小選挙区制な

どについて基本事項を説明したうえで，政治への関心や信

頼を高めるにはどうすればよいかなど，若者がどのように

政治に関わっていくべきか自分たちの考えを発表しました。

質疑応答のあと，生徒たちは，説明・声量・スライド・

内容の４項目についてABCで相互評価。さらに，「工夫して

いたこと」，「もっと知りたいと思ったこと」について記述

します。授業者は最後に，本時

の範囲の知識・技能を確認する

ワークを配布。生徒は次時まで

にロイロノートで提出します。

生徒の一人は，「自分の言葉で

発表をまとめるのは大変だけど，

面白い」と語ってくれました。
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校長講話から 部活動を“持続可能”な活動にするために何が必要か（令和４年12月12日 全校朝礼）

1・２年生は，11月からPC端末を活用して「オンラ
イン部活動」の実証事業に参加しています。これは，
経済産業省が進める“未来の教室”事業に参画する
株式会社 STEAM Sports Laboratory の支援
の下，同社が開発するプログラムにリアルタイムで参
加して，技能と体力に焦点を当てて，パフォーマンスの
向上を目指すものです。
ところで，全国的に中学校や高校における部活動

の在り方が問われているのは，みなさんもニュースな
どを通して知っていると思います。
部活動などの教科外教育を研究する学習院大学

教授の長沼豊 さんは，「もはや教員による部活動指
ながぬまゆたか

導の維持は限界を迎えている」と述べた上で，問題
点を二つ指摘しています。
一つは，「部活動が教員の勤務時間を超えた残業

を前提とした時間設計になっている」ことです。しかも
大半の教員は自分が経験したことがない部活動を担
当しています。これでは教員と生徒の双方にとって望
ましい状態とは言えません。
二つは，「加熱した部活動は生徒主体のものでは

ない」ということです。勝利至上主義の部活動は，も
はや教育活動とは言えず，純粋に部活動を楽しみた
い生徒への寛容さもなくなってしまいます。
文部科学省やスポーツ庁，文化庁が近年，部活動

の在り方についてガイドラインを設けたのも，本来は
生徒たちのためである部活動が生徒主体でなくなっ
ていることに加えて，教員に無理な働き方をさせる前
提で部活動が設計されていることを見直すために，
考え方の転換を図る必要があるからです。部活動を
地域に移行する取組が進められようとしているのも，
こういった背景があります。
では，部活動の在るべき姿とは，一体どのようなも

のか。長沼さんは，「コロナ禍が一つの方向を示した」
と述べています。大人数で集まることが難しい状況の
中で，過去の大会や有名選手のトレーニング動画な
どを活用して各自で練習に励んだり，SNSで連絡を
取り合って情報を共有し，自分たちで主体的に工夫
して取り組むことで成果を上げたという部活動の事
例が幾つも報告されています。こういった事例が教え
るのは，部活動は活動時間が確保できなくても，やり
方次第で質を保つことができるということです。
オンライン部活動の実証事業では，２画面動作解

析アプリを活用して，自ら課題を発見してそれを克服
することに加え，スポーツ心理学や栄養学に関するこ
となど，パフォーマンスを向上させるために必要な知
識を学ぶことができます。さらに，ICTでメンバー間の
共通理解を図ることもできるので，チームづくりを通し
たコミュニケーション力の向上も期待できます。まさに
与論高校の取組は，これからの部活動の在るべき姿
を目指しているのです。
元陸上選手で，男子400メートルハードルの日本

記録保持者の為末大さんは，教育そのものが今後変
ためすえだい

わっていくべきで，未来の学びは動画視聴などを活
用した「自習」になっていくと予想しています。ただし，

全てデジタルに置き換わるのではなく，「人間が対人
でしかできないこと」が教育ではより重視され，それ
以外は自習する形になっていく。為末さんは，ここに部
活動の未来を感じていると言います。
では，人間にしかできないことは何か。為末さんは，

「伴走する」，「協力する」，「応援する」の三つを挙げ
ます。「伴走する」とは，分からない子を助けていくこ
と。「協力する」とは，みんなで何か力を合わせる機会
を提供すること。「応援する」とは，誰かが誰かを認め
てお互いを勇気づけることです。この三つは，今後教
育がどのようになったとしても，普遍的に人間にしか
できないことであり，とりわけスポーツにはそれが凝縮
されていると為末さんは言います。
部活動の在り方について，為末さんはいくつかの

提案をしていますが，その中で私が特に重要だと考え
るのは，「時間の圧縮」と「細分化」の二つです。
まず，「時間の圧縮」について。練習時間を短時間

に圧縮すれば，練習の質を高めざるを得ません。その
ためには根本から考え方を変えて，大切なこととやる
必要のない練習を整理して，練習の質を高めていくこ
とが重要になります。これは教科の学習についても同
じ事が言えますね。
次に「細分化」は，小分けにして考えることです。練

習をチームでの戦術練習と個人の技術練習・トレー
ニング・学習に分類していくと，チームでの戦術練習
の比率は多くても50％程度だと言われます。チーム
練習以外は自習が可能です。自習はデジタルでもで
きるし，ウェートトレーニングは部活動の時間でなくて
もできます。個人で学べることをわざわざチームで集
まったときにやる必要はありません。
部活動に関することを細分化し，それぞれをしっか

りと分析し，デジタルでできることと人がやるべきこと，
重要なこととそこまで必要でないこと，チームでやる
べきことと個人でもできることを分けていく。それぞれ
をいろんな人の力で協力しながら，みんなで担ってい
けば，部活動はもっとライトに地域移行ができるように
なると為末さんは述べています。
学習指導要領では，部活動は「生徒の自主的，自

発的な参加により行われる」と書いてあります。その
活動では，試合や大会に勝つために切磋琢磨するこ
とも大事な経験です。そのためにも自ら課題を見出
し，工夫を重ねながら，解決するために必要な力を自
ら育んでいくことが大切です。この姿勢こそ，社会に
出てからも役立つ資質・能力であり，それが生涯にわ
たって，スポーツや文化活動に親しむライフスタイルを
実現していくことにつながるのです。
離島地域でも，ICTをフル活用して工夫しようとす

る強い思いがあれば，学びの可能性はもっと豊かに
広がっていきます。アイディアを出し合い，試行錯誤を
重ねながら，よりよい部活動にしていきましょう。
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